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【企画振興部 企画調整課、商工労働部 工業戦略技術振興課、農林水産部 農業技術環境課 】 

 地方創生拠点整備交付金活用事業関係【新規】         1,546,830千円   

目  的 

事業内容 

1 

１ ＩｏＴ製品評価センター（仮称）整備事業   13,211千円 

  県内企業のＩｏＴ分野における新規参入・取引拡大を促進 

 するため、工業技術センター内に電子部品等の製作をワンス 

 トップ支援できる拠点施設を整備する。（商工労働部）               

  ①基本・実施設計 13,211千円 

   電磁波計測室 ①     高精度材料 
     分析室 
②    デジタル設計 

    支援室 
③ 

【国際規格対応の 
電磁波計測】 

【電子部品・センサ
等の材料分析】 

【設計段階の 
動作検証】 

IoT製品評価センター（仮称） 

○生産性革命等に向けて、地方版総合戦略に基づく自主的・主 

 体的な地域拠点づくりに必要な施設整備の支援を目的に政府 

 が創設した「地方創生拠点整備交付金」を活用し、やまがた 

 創生のさらなる展開強化に向け、２施設の整備を行う。 

３ 山形県まち・ひと・しごと創生拠点整備基金  

                     1,421,825千円 

  施設整備に２か年を要することから、交付決定を受けた  

 交付金額を新たに造成する上記基金に全額積み立てる。 

  （企画振興部） 

  「園芸大国やまがた」の実現を図るため、園芸試験場に最 

 新機器を備えた新しい研究棟等を整備する。（農林水産部） 

   

  ①新施設の設計 96,394千円   

  ②解体工事   15,400千円 

   

２ 次代を切り拓く園芸試験場整備事業     111,794千円  

 

①画期的な品種開発         ②超省力・低コスト栽培技術開発 
 

③高品質・多収生産技術開発   ④省エネ・温暖化対策技術開発 

本整備で強化する研究 

さくらんぼの大玉新品種の開発 
 （山形Ｃ１２号） 
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【商工労働部 産業政策課・雇用対策課】 

 外国人材活用検討事業費【新規】                   2,854千円   

○本県の有効求人倍率が高水準で推移し、中小・小  

 規模事業者をはじめとした人手不足は深刻化して 

 いる。 

 

○また、製造業をはじめとする県内企業が持続・成 

 長するためには、人材の確保・育成と労働生産性 

 の向上の両面から付加価値の向上に取り組むこと 

 が必要である。 

 

○このような中、県内企業における外国人材の活用 

 に向け、人材の活用や法制度について広く理解を 

 促進していくとともに、雇用実態の調査などを行 

 い、今後の施策に反映していく。 

１ 外国人労働者の実態等調査          2,491千円 

 ①外国人を雇用している現状、外国人を受け入れるに 

    あたっての課題等の調査  

 ②外国人材の活用や法制度（出入国管理及び難民認定法 

  等）について企業等の理解を促進するセミナーの開催 

２ 外国人材の活用研究              363千円 

  外国人材の受入れに関する先進事例の調査 

 

目  的 事業内容 
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【商工労働部 工業戦略技術振興課 】 

 次世代電子産業創出事業費【新規】               629,750千円   

○本県の主力産業である電子産業分野における、優れた研 

 究シーズやアイデアを円滑かつ迅速に製品化できる新た 

 なビジネスモデルを構築し、これを担う人材を大学改革 

 により育成し、県内定着を図る。 

 （「地方大学・地域産業創生交付金」活用） 

    

 

１ 「次世代電子産業」ビジネスモデルの構築 110,800千円 

 ①「プロトタイプデザインラボ」の構築 

    企業・大学のノウハウ等をデータベース化し、ＡＩを 

  を活用して製品の最適な設計提案を行い、試作・検証を 

    繰り返すことで、製品設計から最適な試作品の製作まで 

  をトータルで支援できる機能を構築 

 ②「山形一体生産システム」の構築 

    県内企業が有する製造設備等をＩｏＴの活用によりネ 

  ットワーク化し、山形全体を一つの仮想工場として、① 

  の試作品を製品化する機能を構築 

２ 大学による「専門人材」の育成      518,950千円 

 ①先導研究プロジェクト 

    電子産業の新たな用途を創出する分野として需要拡大 

  が期待される研究開発の強化 

 ②大学改革 

   データ人材教育等ものづくりイノベーションに不可欠 

  な教育の実践（国内外研究員の招聘等） 

目  的 事業内容 
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【観光文化スポーツ部 インバウンド・国際交流推進課 】 

 東北観光復興対策プロモーション強化事業費           64,778千円   

○平成32年に本県の外国人旅行者数を30万人とすることを 

 目標に、東北観光復興対策交付金を活用し、情報発信及 

 びプロモーションによりインバウンドの拡大に向けた取 

 組みを強力に推進する。 

２ 台湾における認知度向上・誘客拡大【新規】  6,000千円 

   台中駅、台中フローラ世界博覧会での観光情報発信に 

  よる認知度向上及び誘客拡大 

 

【香港】 

３ ＳＡＫＥツーリズムの情報発信による誘客拡大（宮城県  
  連携）【新規】               10,000千円 

   ＩＷＣ２０１８「ＳＡＫＥ部門」やまがたの開催で評 

  価が高まった山形･宮城の酒をキーワードに、香港向けに、 

  酒蔵等巡りのＰＲ動画制作等による情報発信及び旅行商 

  品造成 

 

【タイ・中国】 

４ 映画・テレビドラマを活用した誘客拡大（仙台市、宮城 
  県連携）【新規】             18,000千円 

 ①山形県及び仙台市で撮影されたタイの映画･ＴＶドラマの 

  ロケ地等の観光情報発信、旅行社等招請による商品造成 

 ②山形県及び宮城県で撮影された中国のＴＶドラマのロケ 

  地等の観光情報発信、旅行社等招請による商品造成 

目  的 

事業内容 
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【台湾】 

１ 国際定期チャ－ター便を契機とした誘客拡大【新規】                
                      30,778千円 
   台湾からの国際定期チャーター便の運航を契機とした、  

  情報発信、現地商談会・旅行社招請等による県内旅行商 

  品の造成・販売の拡大 

台湾からのチャーター便 酒蔵の見学 



【観光文化スポーツ部 県民文化スポーツ課 】 

 東京オリンピック・パラリンピック地域活性化事業費        4,035千円   

○（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会組 

 織委員会からの要請に基づき、東京2020オリンピック聖 

 火リレーの県内ルート及びセレブレーション（１日の聖 

 火リレーのゴール地点で実施するセレモニー）会場等の 

 検討を行う。 

 

 

      

 

１ 聖火リレールート案の作成等【新規】   4,035千円 

 ①リレールート案の作成  

 ②（公財）東京オリンピック・パラリンピック競技大会 

  組織委員会との実施計画案の調整       など              

  

目  的 事業内容 
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リオ大会における聖火リレー ロンドン大会でのセレブレーションの様子 



【農林水産部 農政企画課 】 

 農林業高度人材育成事業費【新規】                1,231千円       

○本県農林業の持続的な発展を担う高度な人材の育成が、今 

 後一層、重要となることから、専門性が高く、かつ、実践 

 的な教育を行う専門職大学の設置など、今後の農林業人材 

 の育成のあり方を検討する。 

１ シンポジウムの開催             795千円 

  本県農林業の持続的な発展を担う高度な人材の育成の 

 必要性について機運を醸成するためのシンポジウムを開催 

  

２ 意見交換会の開催等               436千円 

  県内４地域において、今後の農林業を担う高度な人材の 

 育成のあり方について、市町村、農林業関係者等との意見 

 交換会を開催 

目  的 事業内容 

6 

最先端の次世代型農業の導入 経営戦略策定能力の向上 地域の林業経営を担うリーダーの育成 

≪必要な人材像≫ 

■農業のイノベーションを担う、国内外への幅広い視野と経 

 営やマネジメントなどの多角的な能力を有する農業人材 

■新たな森林管理システムを担う高度な知識・技能を有する 

 林業人材 



【県土整備部 都市計画課 】 

 荘内銀行･日新製薬スタジアムやまがたバリアフリー化関係【新規】 40,000千円   

○障がい者などの施設利用環境の向上を図るため、来年の 

 本格的な野球シーズンに向けて、荘内銀行・日新製薬ス 

 タジアムやまがたのバリアフリー化を実施する。 

１ バリアフリー化工事         40,000千円 

  （ H30～H31債務負担 ）      （H30年度分） 

  

 全体事業費 

  ①エレベーター設置          74,000千円 

  ②身障者用トイレ設置         9,000千円 

  ③階段昇降機設置            12,000千円 

  ④車椅子用観覧席設置         5,000千円 

       計            100,000千円 

  

目  的 

事業内容 
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 ①エレベーター設置  ②身障者用トイレ設置 

 ③階段昇降機設置 ④車椅子用観覧席設置 

（バリアフリー化案） 



対象降雨：計画規模 

（目安 50年に1度） 

対象降雨：想定最大規模 

（目安 1000年に1度） 

【県土整備部 河川課 】 

 洪水警戒情報提供事業費（洪水浸水想定区域指定事業関係）   84,000千円 

○施設の能力を上回る洪水により、河川氾濫が全国各地で発生してい 

 る。そこで、県管理の主要な河川（70河川）において、想定し得る 

 最大規模降雨（目安：1000年に１度）による洪水浸水想定区域図を 

 作成し、それを基に市町村が洪水ハザードマップを作成・周知する 

 ことで、洪水時の円滑かつ迅速な避難体制の確保を実現する。 

【留意事項】 

  ① 総務部が指定した事業について作成 

 ② 文字は少なめに 

 ③ ＭＳゴシック、14ポイント、行間1.5行で統一 

   （見出しのみ16ポイントにすることは可） 

 ④ 適宜、スキーム図・写真等を挿入 

１ 洪水浸水想定区域図の作成     84,000千円 

  （当初 80,000千円 ⇒ ９月補正後 164,000千円） 

  平成31年度末までに作成予定であったものを１年前 

 倒し、今年度末までに全70河川について公表し、関係 

 市町村への提供を目指すもの。 

目  的 事 業 内 容 

10 二級河川新井田川（酒田市） 

洪水浸水想定区域図【県作成】 洪水ハザードマップ【市町村作成】 
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【県土整備部 空港港湾課 】 

 酒田港整備事業費【新規】                     4,000千円     

○クルーズ船の寄港回数も増え、酒田港を取り巻く環境は

大きく変化しており、さらなる観光誘客の拡大が期待さ

れることから、酒田港のにぎわい創出を目的に、県の魅

力を発信する交流施設として、「東ふ頭上屋」を改修す

る。  

 

【留意事項】 

  ① 総務部が指定した事業について作成 

 ② 文字は少なめに 

 ③ ＭＳゴシック、14ポイント、行間1.5行で統一 

   （見出しのみ16ポイントにすることは可） 

 ④ 適宜、スキーム図・写真等を挿入 

１ 東ふ頭上屋の改修      全体事業費 80,000千円 

 ・地方創生推進交付金（補助率1/2）を活用 

 ・事業期間：H30～H32 

 ・整備スケジュール 

   H30 基本計画    4,000千円 

   H31 設計      6,000千円 

   H32 改修工事    70,000千円 

目  的 

事業内容 
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屋上イメージ 屋内イメージ 
 

屋内：展示スペース（歴史・文化の発信等） 

   物販・飲食スペース（県特産品の提供等） 

屋上：景観活用スペース（鳥海山、日本海等） 

 ・港湾事務所（県） 

 ・海洋センター（県） 

酒田海鮮市場（酒田市） 

東ふ頭上屋（県） 

[現在] 

[改修後] 

日和山公園（市） 
東ふ頭上屋（県） 

酒田海洋センター（県） 

みなと市場（市） 

さかた海鮮市場（市） 

酒田港本港地区（みなとオアシス） 


